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 令和５年度 東京都立富士森高等学校 学校経営報告 

                                        校長 古 閑 伸 幸 

Ⅰ 今年度の取組と自己評価 

(1) 学習指導 

 ①今年度は新型コロナウイルス感染症第５類移行に伴い、ICT機器を効果的に活用した授業の

継続と併せて、生徒が主体的に取り組むアクティブ・ラーニングに基づく授業を全面再開し

た。これにより、ICT機器、Teamsを効果的に活用した授業実施率は、それぞれ５６％、５

４％、Pair＆Group-Work、実験・実習等の実施率６５％と、何れも昨年度の数値を上回っ

た。生徒の授業満足度は９１．７％となり、昨年度の数値９０．５％、今年度の数値目標８

６％を共に上回る結果となった。また、教科の垣根を越えた教員相互の授業見学（年間３

回）も９割の教員が実施たこと、管理職による授業観察に基づく授業力の評価について、熱

意・使命感、生徒理解、指導技術等の授業要素に基づくアドバイスを各教員にフィードバッ

クしていることも授業改善の一助になっていると考えられる。一方、「探究」発表では、昨

年度の八王子市奨励賞を受賞から、参加賞受賞に甘んじる結果となった。探究学習推進委員

会が主導して、本校の「探究」のねらいと学習計画を明確に示し、各学年と連携して学習を

進めていく組織的な取組が今後の課題である。 

  今年度、初の試みとして、校内「探究」発表会に学校運営連絡協議会協議会協議員の学識経

験者を講師としてお招きし、きめ細かい講評を戴いたことは、次年度以降の「探究」学習の

活性化にむけた新たな導きとなった。 

 ②組織的な指導を行い、数学、英語を中心に学力の向上に努めた。しかし、教職員の体制上の

課題により英語は年度当初より、数学は年度途中より、習熟度別授業展開を見送ることにな

った。残念ながら来年度も本体制は続くこととなるが、本校の両教科の教員は他教科と同

様、何れも熱意・使命感、指導技術共に高く、放課後の個別指導や、長期休業中の講習の実

施など、生徒のニーズにきめ細かく対応している。また、英語は検定試験を定期的に校内で

実施し、２級１６名、準２級２８名が合格した。英語科の熱心な取り組みは高く評価でき

る。 

 ③生徒が学習する環境を設定・整備した結果、朝や放課後の学校における自学自習が推進され

た。しかし、学校評価アンケート（１，２年）では定期考査直前を除いて学校以外では学習

しない生徒が全体の３分の１程度いる。また、自宅学習の平均時間は平日、休日共に１０分

程度の伸びに留まり、家庭での学習習慣の定着が引き続き課題である。 

 ④３年生選択中国語初級授業で北京言語大学東京校副校長と教授による高大連携授業を実施し

た。日中両国が制作するアニメーションを通して中国文化に親しむ学習内容で、生徒にとっ

て両国の友好と、文化の理解について有意義な機会となった。今後も多くの教科で高大連携

を推進していきたい。  

(2) 進路指導 

 ①今年度実施した夏期・冬期・春期講習は計７０講座以上、受講生徒は延べ１．３００名を越

えており、今年度の数値目標６０講座を大きく上回った。本件については進路指導部による

熱心なアナウンスと、多くの熱意のある教員に支えられた結果である。次年度も中堅校とし

て相応しい講座を豊富に設定し、生徒の主体的な学習の定着と、希望する進路の実現に向け

て貢献していきたい。一方、朝学習や放課後の補習・自習等を充実させることができた。受

験対策、資格取得、補習による開講講座を増やし、参加者を一層増加させることが今後の課

題である。 
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 ②対面による大学見学会が再開され、９月に「１年生大学見学会」（中央大学、成蹊大学、帝

京大をはじめ９校）を実施した。生徒が情報を収集しやすい環境が整ってきた。予備校によ

る講演会、小論文サポートティーチャーによる個別指導、進路ガイダンス、公務員試験等に

向けてのガイダンスは感染症対策を考えながら校内で月１回（計 12回）実施するなど、対面

による組織的、個別的進路指導が全面再開し、今後、第一志望実現に向けた多様な取組を行

い、一人一人の進路希望の実現を一層推進していくことが重要である。 

 ③全員受験の模擬試験等の充実を継続すると共に、進路情報を共有して指導したが、国公立２

名（昨年度１名）、ＧＭＡＲＣＨ以上現役合格者数が１５名（同１０名）、日東駒専以上現

役合格者数が３０名（同２７名）、大東亜帝国も２５名（同６６名）となり、大学進学実績６

７．２％を確保した。目標の７０％には及ばなかったものの、昨年度の実績６５．８％を上

回ることができた。また、昨年度の卒業生より１学級少ない学年であったが、国公立、ＧＭ

ＡＲＣＨ、日東駒専合格者の人数が何れも前年度を上回る成果を収めており、３年生の善戦

が目立つ結果となった。 

 ④３学年保護者を対象に７月「入試制度勉強会」を開催し、２００名近い参加があり、 

  入試制度をはじめ、進学に掛かる費用について参考になったと好評であった。また１２月に

は指定校決定者保護者会を開催し、保護者７０名が参加し、進学準備として高校生活残り３

ヶ月の「学びの継続」がいかに大切かを周知することができた。   

(3) 生活指導  

①地域の方々からのアンケート結果では、「地域との交流に力を入れ続けてください」「地域

イベント等への協力に感謝します」といった肯定的な意見が多かったが、「登下校時の通学

マナー」「身だしなみや礼儀などの生活指導」等の意見もいただいたので、今後も継続的に

安全指導、さらに生徒の規範意識向上に努めたい。 

 ②生徒の「生活指導の方針について、理解・納得していますか」というアンケート結果につい

ては昨年度より０．５％向上し、８７．８％となった。特に３年生での肯定的意見が高い

（９０．０％）。日頃のきめの細かい指導、修学旅行や学校行事の再開により、特別教育活

動の充実に対する満足感が影響していると考えられる。一方、年間遅刻延べ回数は、昨年度

比３９９回増の６．０２７回で、今年度の目標５．５００回をも上回る残念な結果であっ

た。朝の校門指導をはじめ、日頃の生徒指導を通じて生徒理解を大切にしながら指導を継続

していく。問題行動は年間を通して１件のみであった。 

 ③美化委員会による学期ごとの評価等の継続実施により、校内美化が推進された。 

  来年度は、常日頃の清掃活動の習慣化を一層推進するため、各 HRの清掃点検カードの活用に

ついて普及・定着を図る。 

④自殺予防対策として、教職員・生徒からの情報を共有することができた。スクールカウンセ

ラーを活用し、早期発見に努め生徒の悩みに対応した。来年度は中学校との連携を一層促進

し、個に応じた支援情報の共有を図る。また、ケース情報の共有に留まらず、個別最適な指

導、支援についても組織的に取り組んでいく。   

(4) 特別活動・部活動 

 ①部活動加入率は８９％で昨年度の９２％には及ばなかったが、依然高い部活動加入率を維持

している。都大会レベル以上の大会等出場部数においては、１５部が出場を果たした。新型

コロナウイルス感染症第５類移行に伴い、地域と連携した活動についてもコロナ禍以前に戻

りつつあり、吹奏楽部による宮城県名取市閖上小中学校訪問の再開、定期演奏会、ダンス部

の定期公演も好評を博し、地域の本校に対する教育活動への理解や、募集・広報活動にも大

きく貢献している。また、本校では「文武不岐」を旨とし競技力、技術力の向上と併せて、
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全人教育にも積極的に取り組んでおり、２月の除雪作業に硬式野球部が朝早くから自主的に

取り組み、本校の通学路の確保をはじめ、長房小学校通学路、お年寄りの買い物ルートの除

雪にも貢献し「地域の方々と共に歩む富士森高と学校」を体現している。  

②サポートティーチャーによる継続的な小論文指導や放課後の自習支援等、進路実現に向けた

多様な指導を充実させた結果、生徒の第一志望の実現が推進された。  

(5) 健康づくり 

 ①本校独自の部活動運営指針・外部指導員職務規定により、体罰・不適切な指導の防止を徹底

した。体力テストの結果は全国平均に届かない種目について、今後も体力向上に取り組む。 

 ②SCによる１学年生徒全員面接の他、生徒理解の校内研修会を計２回行い情報の共有を図り、

生徒一人一人の状況に応じた指導・支援を全校体制で行うことができた。 

 ③東京都教育委員会「東京都熱中症ガイドライン」に基づき、担当である総務保健部が、保健

体育科、各部活動顧問と連携し、学校施設の掲示、環境整備を行うなど、熱中症を未然に防

止することができた。また、生徒自身が健康管理に努め、適切な水分補給、十分な睡眠と栄

養補給を心掛けるなど、生徒の関心と意識を高めることができた。 

 ④２年生修学旅行、文化祭、合唱祭はコロナ禍前の学習活動を再開し、充実した学習成果を納

めることができたが、行事後、インフルエンザ B型感染による学級閉鎖が発生したことは、

今後の検討課題である。 

(6) 募集・広報活動 

 ①本校で初めて「学校案内編集会議」を招集し、中学生とその保護者が分かりやすい内容とレ

イアウトに刷新し６５．０００部を発行すると共に、本校ホームページも４月に全面リニュ

ーアルして、効果的に活用することができた。 

 ②担当分掌である総務保健部が計画的、組織的に活動を展開し、広範、且つ強力に募集・広報

活動を展開することができた。 

・オープンキャンパス２回実施      ↓ １．４６１名参加（１．２５９回）  

・学校説明会３回実施          ↓ １．０８９名参加（１．３０７回） 

・上級学校訪問・中学校訪問（１５校）・校外合同説明会   

↑ １．６２１名参加（１．１７６回） 

・予備校・塾訪問            ↑２２０校 （１７６校） 

・ホームページ更新回数         ↑３１５回（２５０回） 

（昨年度数値） 

 ③今年度、吹奏楽部、ダンス部、ボランティア部等が交流や地域行事への参加を再開した。オ

ープンキャンパス、学校説明会での吹奏楽部歓迎演奏、空手道部形の演舞、ダンス部の実

演、生徒会による学校紹介、校内見学ツアーを再開し好評を博した。 

(7) 学校経営・組織体制 

 ①３年生の進路希望の実現については、保護者との連携の下、全校体制での組織的な指導を強

化し、生徒全員の第一志望の実現を目指した。生徒・保護者の学校満足度は、昨年度と比較

し若干肯定的な意見が多くなった。 

 ②メール一斉送信システムの継続実施など、自律経営推進予算を活用した安心・安全な学校づ

くりを推進した。また、実態調査に基づく設備の改善、不要物品の整理等による校内の施設

の有効活用も推進した。 

 ③各教科・分掌等でのＯＪＴ等、教育委員会主催の研修等を活用して人材を育成した。 

④個人情報管理の徹底や体罰防止・不適切な指導の防止など、法令を遵守した教育活動を徹底

した。  
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 (8)  重点目標と数値目標の結果 

 ①全校体制での組織的、計画的指導に基づく、大学進学実績の一層の向上 

  今年度、学校運営連絡協議会協議会委員に学識経験者（大学教授２名）を新たに加え、４年

制大学進学に対応した組織編成に改編した。協議委員を対象に授業参観を実施して、学習内

容と指導法について検証し、授業改善に資すると共に、校内「探究」発表会の講師を依頼

し、生徒に向けた講評を通して生徒の主体的学びの充実を図った。 

 ②入学選抜 

  推薦選抜、学力に基づく選抜、追検査を通して、学校経営計画 ９【Ⅵ】（エ）に掲げた、複

数人による複数回の点検を徹底し、事故ゼロを達成した。 

 ③学習活動と学校行事、部活動の相乗効果で進路実現 

  「文武不岐」つまり学問と部活動に勤しむことの相乗効果で人間形成を図り、希望進路の実現

に取り組んだ。そして今年度は国立金沢大学・鳥取大学、東京理科大、青山学院大学、成蹊大

学、成城大学等、難関大学に９名の合格者をはじめ、４年制大学進学率は、昨年度の６５．８％

を上回り、６７．２％を確保することができた。 

 ④募集・広報活動の検証と一層の充実、男女枠撤廃に対応した対策の練り直し 

  昨年度からの組織的・計画的な取組を継承すると共に、塾訪問も強化したが、男女枠撤廃の

影響からか男子の志願者が減少し、入選倍率は何れも昨年度を下回った。 

  中進対：１．６０倍（昨年度１．９２倍） 推薦選抜倍率：３．１０倍（同３．９０倍）一

般入選倍率：１．１９倍（同１．５０倍） 

男女枠撤廃に伴う募集・広報活動について、中学校や塾からの情報収集を図りながら、男子

志願者の増加に向けた取組を検討していく。                           

重点目標 令和５年度 数値目標 令和４年度 令和３年度 令和２年度 

生徒の授業満足度 ９１．７％ ８６％ ９０．５％ ８５．２％ ８５％ 

長期休業中の講座数 ７０講座 ６０講座 ５３講座 ７８講座 ５９講座 

四年制大学への現役進学率         ６７．２％ ７０％ ６５．８％ ６８％ ６２％ 

国公立・ＧＭＡＲＣＨ以上現役合格者数 １５名 ２２名 １０名 ３０名 ５名 

日東駒専以上現役合格者数 ３０名 １０７名 ２７名 １４８名 ８６名 

部活動加入率    ８９％ ９２％ ９２％ ９１％ ９１％ 

都大会レベル以上出場部数 １５部 １５部 １０部 ９部 ７部 

文化祭来校者数  ３．７３４名 4000人 各家庭保護者１名 （中止） （中止） 

文化祭来校中学生数 １．１８４名 1500人 （中止） （中止） （中止） 

学校満足度（生徒） ９１．７％ ８７％ ９３．６％ ８８．６％ ８６％ 

学校満足度（保護者） ８９．３％ ８７％ ９０．０％ ８８．８％ ８７％ 

入試倍率(最終応募) １．１９倍 1.5倍 １．５倍 1.19倍 1.47倍 

数値は令和６年３月３１日現在 

Ⅱ 次年度以降の課題と対応策 

(1) 学習指導 

   生徒の授業満足度は昨年度より向上した。アクティブ・ラーニングを重視した ICT機器の積

極的な活用（活用率５０％）に着手したこと、コロナ禍で控えてきた Pair＆Group-Work、実

験・実習等の再開が影響しているものと考えられる。国公立を含め中堅私大の受験に対応でき

る授業の実施に向け、校内・校外での研修を充実させて成果を共有し、各教科および学校全体

での授業力の向上を目指す。 
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(2) 進路指導 

   講習・補習等については、春期講習・夏期講習・冬期講習を継続実施すると共に、より多く

の生徒の参加に向け、改善を推進する必要がある。放課後の講習も行い生徒の第一志望実現に

向けた全校体制での指導を一層推進させることで、国公立を含めＧＭＡＲＣＨ、日東駒専以上

の大学への進学実績を向上させる。以上の取り組みが学年、教科によって凸凹が生じないよ

う、進路指導部が計画的、組織的に統括し「チーム富士森」で進学実績の向上を目指す。 

(3) 生活指導 

   部活動・学校行事等の様々な機会と通じた組織的な指導により、いじめ防止やＳＮＳ等の適

正利用等に向けた、生徒の規範意識・コミュニケーション能力を伸ばす。 

  生活指導部と各学年が連携して、基本的生活習慣の定着指導を実践しながら、遅刻の減少に

取り組んでいく。 

(4) 特別活動・部活動 

   渋沢栄一先生が表した「文武不岐」に倣い、学問と部活動に勤しむことの相乗効果で人間形

成を図る。部活動の都大会以上の参加と中堅大学への一般受験での合格についてはある程度

達成できたが、より高いレベルでの両立を推進する必要がある。セキュリティの担保、時間

厳守、効率的な練習、明朗会計等に沿った学校行事・部活動の実施を継続していく。 

(5) 健康づくり 

スクールカウンセラーと学校・保護者の連携の推進など、校内の指導体制を一層充実させ、

心身共に健康な生徒の育成を推進する。総務保健部が統括の下、特別支援コーディネーターと

各学年が連携し、きめの細かい支援体制を整える。特別支援教育推進委員会を実働させる。一

方、体力テストでは、生徒の動機づけ等を工夫し、各種目の結果を向上させる必要がある。 

引き続き、東京都教育委員会「東京都熱中症ガイドライン」に基づき、保健体育科、各部活

動顧問と連携し、熱中症の未然防止に取り組んでいく。 

(6) 募集・広報活動 

   今年度、総務保健部が統括し組織的、計画的に推進した募集・広報活動であったが、男女枠

撤廃の影響からか、男子の志願者が減少し、入選倍率が昨年度を下回った。来年度に向けて、

八王子市の中学校を中心に、地域の中学生と保護者のニーズを調査し募集・広報活動に活かし

ていく。また、「心を掴む」正確、且つ最新の情報を携えて、きめの細かい募集・広報活動を

展開する。 

(7) 学校経営・組織体制 

   主幹会議、企画調整会議を通して、主幹教諭を中心に、各職層で期待される取組を自覚させ、

実働する集団として一層の質的向上を図る。この取組を通して、地域に根ざした信頼される伝

統校としての地位をより確かなものとする。 

(8)  ライフワークバランスの推進 

教員が心身の健康を損なうことのないよう業務の質的転換を図り、限られた時間の中で生徒

に接する時間を十分に確保し、生徒に真に必要な総合的な指導を持続的に行うことのできる

状況を作り出すことを目指す。 

   また、今年度より職員会議を PCで行う方式に改善し、会議資料のペーパレス化を実施した

結果、定時開催、定時終了が可能となり、資料印刷に費やす時間がなくなると共に、経費削

減にも貢献することができた。 

 


